
スーパーヨットの概要

スーパーヨット寄港により期待される経済効果

資料提供：（一社）スーパーヨット誘致会議・日本
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スーパーヨットの隻数の動向隻

全長: 119m 5,959 G.T. 写真提供：舵社

全長：55.7m 726 G.T. 全長：49.5m  497 G.T.全長: 60m  1,549 G.T.

●日本への来訪実績
• 2018年は10隻が確認されており、2019年

は15～20隻が見込まれている。
• 滞在期間は長期になる。
●経済効果の具体例
• 寄港地での食事や観光、土産物等の購入
• 船内で料理する食材の調達
• 船・船用品のメンテナンスや給油等
• 離島、地方における経済の活性化

●スーパーヨットとは
• 一般的に外国人富裕層などが個人

所有する全長８０フィート以上（24ｍ
以上）の大型クルーザーが「スー
パーヨット」あるいは「メガヨット」と呼
ばれている。

• 2018年におけるスーパーヨットの隻
数は世界で9,395隻。2007年（4,400
隻）と比較して、11年間で2.14倍の
伸び。訪問先はカリブ海、地中海が
人気。

資料提供：（一社）スーパーヨット誘致会議・日本

スーパーヨット〔Ａ〕
• 6か月以上滞在、100回以上の入出港
• 総価値想定 ３億ドル
• 最高速度23 knt
• ヘリポートあり
• クルー40名程度

来訪年 全長 滞在期間 国内支出実績

2013 113.14ｍ 17日 ￥27,500,000

2014 26.26ｍ 10日 ￥5,700,000

40.22ｍ 10日 ￥15,230,000

2015 44.94ｍ 10日 ￥17,525,000

54.45ｍ 3日 ￥3,428,360

91.50ｍ 30日 ￥45,000,000

2016 27.00ｍ 10日 ￥2,500,000

54.00ｍ 3日 ￥12,000,000

54.00ｍ 22日 ￥25,000,000

スーパーヨットによる国内消費の事例


